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≪特集:大 学 の公 開 す るデー タベ ー スの 紹介 ≫

城 西 大 学 薬 学 部 食 品-医 薬 品 相 互 作 用 デ ー タ ベ ー ス に つ い て

岡 崎 真 理*1, 須 永 克 佳*2, 松 本 明 世*3

[抄録]多 くの疾病の治療には, 食事療法と薬物療法の併用が重要である。医療現場では, よ

り効果的で安全性の高い医療を実践するために, 「食品と医薬品の相互作用」への配慮が必要

であるが, 信頼性の高い情報源が乏しい状況にある。このような背景から, 城西大学薬学部で

は 「食品一医薬品相互作用データベース」を構築し, 2003年10月 からインターネット上で,
一般に無料公開している。2007年8月 現在において, 630件 の相互作用レポー トを収載してい
る。データ内容は, 「食品 ・食品成分名」, 「医薬品一般名」, 「医薬品商品名」, 「相互作用レポ
ー ト」, 「添付文書情報」および 「文献」の項目から構成されている。本データベースは, 情報
の信頼性を維持するため, 情報源を査読された一次文献に限定し, 文献内容を忠実に要約し掲

載することを基本方針 としている。管理栄養士 ・薬剤師 ・医師 ・看護師など,と くに傷病者に

対する食事療法 ・薬物療法を実践している医療従事者へ, 実証に裏打ちされた情報を提供する
データベースとして貢献できればと考えている。
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1. は じ め に

多 くの疾病の治療には, 食事療法(栄 養管理)

と薬物療法の併用が重要であり, 患者の体内にお

いては常に食物 と薬物の相互作用が生 じていると

捉えるべ きである。実際に, ごく一般的に摂取 さ

れる食品や食品成分の中には, 薬物の効果 を弱め

ることや逆に強めることで副作用を生 じやす くす

るものがある。また, 薬物は少なか らず患者の栄

養状態に影響 を及ぼす。さらに最近の健康食品ブ
ームにより, 薬物治療 を受けている患者が独自の

判断で機能性食品や健康食品を利用するケースも

増えている。これ らの食品には, 医薬品と同様の

メカニズムで生理作用をあらわす ものも多 く, ま

すます食品 と医薬品の相互作用による危険性が増

加 している。医療現場では, より効果的で安全性

の高い医療 を実践するために, 食品 と医薬品の相

互作用への配慮が必要であることが認識 されてい

るにもかかわらず, 信頼性の高い情報源が乏しい

状況にある。

このような背景か ら, 城西大学薬学部では, 薬

学部に設置された国内唯一の管理栄養士養成課程

である医療栄養学科 を2001年 に開設 した当初 よ

り, 「医薬品 と食品 ・食品成分間の相互作用」を

共通テーマの1つ とし, 全教員が研究および教育

に取 り組 んでいる。本稿で紹介する 「食品一医薬

品相互作用データベース」(以 下, 本データベー

スと略記)も, その一環 として作成されたもので

ある。本データベースは, 情報の信頼性を維持す

るため, 単行本や総説ではなく, 実験データが記

載されている一次文献を情報源 として構築 されて

お り, 構想期, デー タ構築お よびシステム構成

期, 公開へ向けての準備期間を経 て, 2003年10

月にインターネット上で一般公開 した。2007年8

月現在では630件 の相互作用レポー トを収載した

データベースとなっている。

2. データベースの概要 と作成の経緯 ・意図

栄養療法 と薬物療法が実践 され る医療の現場 に

おいて, 「食品 と医薬品の相互作用」は重要な課
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題 として注目されてきた。 これまで多 くの文献 に

よって食品 と医薬品の相互作用に基づ くヒ トの健

康への弊害が明 らかにされてきたが, これ らの情

報が総説や書物などの二次文献 に収載 される過程

で, 誤解 を与える情報へ と変換されることも少な

くない。こうした状況を踏 まえて, 城西大学薬学

部では医療栄養学科の教員が中心 とな り, 信頼性

が高 くしか も操作性 に優れ, 広 く利用可能なデー

タベースを社会に公開することを目指 して, 本デ

ータベースの構築 に着手 した。

データベース化する食品-医 薬品間の相互作用

に関する研究報告の検索は, 主にWeb上 で使用

できる医学系論文のアブス トラク ト検索データベ

ースであるMEDLINEに より行 った。 また, 既

に書籍化された複数の資料の参考文献の中か ら一

次文献 を入手 した。収載するレポー トとしては,

データベースの信頼性を重視するために, 査読の

ある学術論文に掲載されたもののみを使用するこ

ととしている。 また, 当初 はヒ トを対象 とした臨

床研究や試験研究 に重点 をおいて収集 していた

が, 現在では動物実験やそれ以外の実験を含めた

幅広い範囲で収集 している。データベース化する

報告は原則 として全文 を入手 し, 内容 を精査の

上, 要約を作成 して収載 している。

3. デ ー タ 構 成

本データベースは, その情報源 を査読された一

次文献 に限定 し, そこに記載された食品 ・食品成

分, 医薬品名および相互作用情報だけを収載する

ことにより, 信頼性を維持するとともに, 二次的

に不確かな情報 を生 まないように配慮している。

また, 医薬品については一般名 と商品名をあわせ

て記載することにより, 医療現場で有効活用しや

すい工夫を施 している。 さらに相互作用について

レポー ト形 式で まとめる ことによ り, 対 象者

(数), 食品摂取量, 医薬品の投与経路や投与期

間, 生体機能への影響などを詳述 し, 検索結果か

ら必要な情報 を速やかに取得できるものとなるよ

うに心がけている。医療現場で栄養指導 ・服薬指

導にかかわる医療従事者 をはじめ, 医療人 を育成

している教育機関などで, 「食品-医 薬 品の相互

作用」に関する情報を簡便 に入手する方法 として

有用 と考 えている。

本データベースは, 食品 と医薬品を同時 に体内

へ取 り込むことにより起 こる生体機能の急性的 ・

慢性的変化 について記述 している一次文献情報す

べて(ケ ーススタディ, 介入研究, 実験動物 を用

いた検証研究 など)を 対象 とし, 「食品 ・食品成

分名」, 「医薬品一般名」, 「医薬品商品名」, 「相互

作用レポー ト」, 「添付文書情報」および 「文献」

の項 目についてデータベース化を行 ってきた。食

品 ・食品成分名について は, 『五訂増補 日本食品

標準成分表』1)に準拠 した ものを第一候補名 とし

ている。医薬品名が論文内に一般名 あるいは商品

名の どちらかで記載 されている場合 には, 最新版

の 『治療薬マニュアル』2)に準拠す る形で両者 を

併記している。相互作用 レポー トでは, 対象(傷

病者, 健常者, 実験動物など)や 食品摂取量, 医

薬品服用量, 期間, 医薬品の体内動態および生体

機能への影響などについて記述 し, また市販医薬

品の添付文書に相互作用に関する注意事項が記載

されている場合には, 同一 レコー ド内に情報 を入

力している。以下 に1レ コー ドあた りの具体的内

容 を示す。

例:グ レープフルーツジュースとニ ソルジピン

の相互作用

*食 品 ・食品成分名:「 グレープフルーツジュ

ースgrapefruit juice(GFJ)」

*医 薬品一般名:「 ニソルジピン:nisoldipine」

*医 薬品商品名:「 バイミカー ド」

*相 互作 用 レポー ト:「健 常男性(平 均22.6

才)8人 に対 して, ニソルジピン10mgを 経

口投与 した。その際, 投与1時 間前, 投与時

または投与1時 間後 にグレープフルーツジュ

ース250mLを 飲用させたところ, 水での服

用 に比 べ てCmaxは そ れ ぞ れ3.8, 3.1,

1.3倍, AUCは そ れ ぞ れ4.8, 4.5, 1.7倍

増加 した。」

*添 付文書情報:「 併用注意 グレープフルー

ツジュース:本 剤の血中濃度が上昇 し, 作用

が増強されることがある。患者の状態を注意

深 く観察 し, 過度の血圧低下等の症状が認め

られた場合, 本剤 を減量するなどの適切な処

置 を行 う。 またグレープフルーツジュースと
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同時服用 しないように注意する。」

*文 献:「Current Ther. Res., 59, 619-

634(1998)」

本データベースは学術雑誌 の報告内容を忠実に

要約 し掲載することを編集方針 としている。 その

ため, 類推 に属す る こ と, 例 えば, 「ビタ ミン

K」 を使用 して得 られた実験結果から, 当然, 摂

取することで同様 な影響が予想される 「納豆」や

「クロレラ食品」などの ビタ ミンK高 含有食品を

あえて記載 しない方針を貫いている。 これは, あ

くまで も報告に忠実であ り, 確認 された事実だけ

を伝 える信頼性 を確保する目的からである。本デ

ータベースの利用対象 としては管理栄養士 ・栄養

士, 薬剤師, 医師, 看護師等の方々を想定 してお

り, とくに, 管理栄養士, 薬剤師の方々が, 患者

やクライアントに栄養指導や服薬指導を実践する

際, 活用されることを念頭 においているため, 内

容の正確さおよび信頼性がなによりも重要 と考え

ている。

4. 収録状況 ・更新頻度

現在, 本 データベ ースVer. 7. 1の データ収録

数 は630件 であり, 1年 間に約100件 のデータを

追加 し, 更新 してきた。

本 データベースの一般公開にあた っては, 「イ

ンターネ ットを通 じ無料で情報提供すること」を

基本方針 として進 めてきた。そのため, 情報の系

統的蓄積能力 と検索システムに優れたFileMak-

er Proを ソフ トウェア として採用 した。完成版

データセ ットは, 専属のサーバーマシン内にイン

ス トールされ, 外部か らのアクセスを可能にして

いる。現在, このサーバーマシンは城西大学情報

科学研究センター内に設置 ・管理 ・運用されてお

り, 外部か らの不正アクセスなどに対 して高いセ

キュリティレベルを確保 している。

更新時の作業 となる修正版データセ ットとの変

更などは, 一時的なオ フライン作業でまかなえる

ため, 大規模なバージョンア ップ作業などは必要

とせず, 常時公開が可能 となっている。

5. 検索機能および特徴

データベースの構築 と公開3)はFileMaker Pro

8.0を 使用して行っている。 これは, 本データベ

ースソフトウェアの操作法が感覚的にわか りやす

く, 特別な設備, 準備や知識がない初心者で もデ

ータベースの構築 および公開が比較的容易に実現

で きると思われたた め選択 された ものである。

Web上 でのデータベースの画面構成は図1～3に

示 した 「検索画面」, 「検索結果一覧表示画面」,

「詳細表示画面」か らなってい る。利用法 もいた

って簡単で, 検索画面の対応するフィール ドに検

索語を入力すると該当レコー ドが一覧表示 され,

その中から目的のレコー ドをクリックすると公開

全項目を含む 「詳細表示画面」が表示される仕組

みになってい る。また, デー タ作成 に当た って

は, 多彩な検索語 に対応するために, 可能な限 り

別名表記等をレコー ド上に収載 し検索の ヒット率

を高めて, 利便性 を向上 させる工夫 もしている。

本データベースは, 城西大学薬学部および医療

栄養学科 の トップページか らアクセス可能で あ

る。一般社会への情報発信の観点から, 登録制 な

どの制限 は設 けず完全無料公開に してい る。ま

た, 各種医療関連 情報サイ トか らの リンクや各種

栄養関連雑誌, 医薬品関連雑誌などに本データベ

ースの紹介記事を掲載 してもらうなどの広報活動

によって, 社会的認知度の向上を図っているとこ

ろである。

検索方法においては, 食品 ・食品成分 ・医薬品
一般名 ・商品名 ・症状 ・薬物体内動態 ・文献名 な

ど, どの方面か らのアクセスに対 して も検索可能

である。 とくに食品 ・食品成分名 ・医薬品一般名

については, 日本語 ・英語併記 となっており, 英

語による検索に対 して も回答を与えることが可能

となっている。さらに, ハーブ類については学術

名, 食品名で頻 出するこ とが予想 され るひらが

な ・カタカナ ・漢字混 じり用語 に対 して も, "隠

し"情 報 として検索条件でヒッ トする工夫を施 し

てお り, 検索時の利便性を高めている。本データ

ベースの検索システムは, 「ブロッコリー」「キャ

ベツ」などの食品名, 「ビタミンC」 「脂肪」など

栄養素に相当する食品成分名, 医薬品においては
一般名および商品名

, あるいは症状の変化や医薬

品の体内動態の変化な ど, いずれの角度か ら興味

を抱かれた場合にも回答を見つけることのできる
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図1 画面例(1)検 索画面

図2 画面例(2)検 索結果一覧表示画面
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図3 画面例(3)詳 細表示画面

システムとなっている。食品 と医薬品との組み合

わせか ら起 こりうる相互作用例を事前 に知 り, ヒ

トへの健康危害 を未然に防 ぐことや, 症状や医薬

品の効果に変化が起 きた場合に, そうした変化が

起 こりうる食品 と医薬品の組 み合わせを抽出する

ことな どが可能であり, 健康被害の原因解明や,

病態悪化の防止 に役立てることが期待 される。

6. 利 用 状 況

サーバーマシンには, アクセス件数解析 ソフ ト

を搭載しており, 本データベースに対するアクセ

ス件数を把握することができる。データベースへ

のアクセス件数の推移は図4に 示すように, 今年

2月 末 日までのアクセス総数は約72,400件 で,

最近では安定 して月間1,500件 前後のアクセスを

記録 してお り, 医療関係者か ら一定の評価 を受

け, 利用されていることがうかがえる。 ログ解析

に関する今後の課題 として, アクセス数の解析に

とどまらずログに含 まれる参照元やクライアン ト

のIPア ドレスな どの情報 を活用 して, 利用者の

データベース到達までの動向や利用者のプロファ

イル等の解析 も必要であると考えている。また,

その結果をデータベースの運用やデータベースの

広報活動に活用することで, さらに利用者数を増

加させることが可能になると思われる。

7. データベースの教育への活用

現在, 大学院薬学研究科修士課程医療栄養学専

攻ではデータベースの教育への効果的な活用法に

ついても検討 してお り, 現在の ところ, (1)医療関

係情報の検索 ・収集に関する演習の1つ の題材 と

しての活用, (2)食品 と医薬品の相互作用について

大学院生が学習する際の情報源 としての活用, (3)

研究テーマ としての活用等 を実施 している。

8. まとめ と今後の展開

本データベースは栄養 と医薬品に関わる医療従

事者全般および栄養学 ・食品学 ・薬学 を専門 とす
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図4 デー タベースへのアクセス件数の推移

る教育研究機関において利用されることを想定 し

ている。医療従事者 においては医師 ・看護師 ・薬

剤師 ・管理栄養士など, とくに傷病者 に対する栄

養治療 ・薬物治療 を実践 している方々にとって,

実証に裏打ちされた情報を供給するデータベース

として機能するもの と考えている。地域医療(在

宅医療 ・高齢者介護 など)に 貢献する方々におい

て も, 今後ヒ トの健康への責務が ますます重要視

され, 栄養指導 ・服薬指導の実践に有益 となるで

あろう。薬剤師にとっては栄養 ・食品が もたらす

薬物への影響, 管理栄養士にとっては医薬品が も

た らす栄養状態 に及ぼす影響をそれぞれ明確に認

識することに役立つとともに, 信頼性の高い情報

供給 ツール として利用 されることが期待 される。

さらに医療現場で活躍する人材 を育成する教育機

関においては, 食品 ・食品成分 と医薬品とが もた

らす相互作用の具体例 を知 り, 「食品-医 薬品相

互作用」の未然防止のためにどのような知識が必

要であるか理解するために貢献で きれば と考えて

いる。

今後さらにデータ収載件数 を増やし, また最新

情報 に も対応 す る よう更新頻度 を高 め, 内 容の充

実 を図 ってい きた い と考 えてい る。

本稿で報告 したデータベースは平成15年 度城西大

学学長所管研究奨励 金 「食 品-医 薬品間相互作用 に

関するデータベ ース構築-教 育支援 システム確立 の

一環 として-」 による助成を受け
, デ ータベ ースの

構築 をお こなった。 また, 本 デー タベースを公 開す

るに当た り情報科学研究セ ンター職員 の皆様 には技

術 的な ご指導 および, デー タベース用 サーバーのネ

ッ トワーク環境 の提供, 整 備等に ご尽 力賜 った。 こ

こに感謝の意 を表する。
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